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J 	9 月12日、川倉小学校の1 -3年生20人がオートキャンプ 

繊 場浮橋付近から藤枝溜池にコイの稚魚2万匹を放流しました。 

子どもたちは「大きくなってね」と声を掛け、色とりどりの

小さなバケツからコイの稚魚を放していました。 

また、この事業を実施した藤枝内水面漁業協同組合（組合

長＝外崎明）では、 「釣り人の皆さんには、放流したコイが

大きく育つためにも、在来魚を食べてしまうブラックバスを

釣ったら持ち帰るようにしてほしい」と話していました。 
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9
0歳
以
上
の
高
齢
者
鉱
名
一
 

平成12年度 平
成
十
二
年
度
金
木
町
敬
老
大

会
と
社
会
福
祉
大
会
が
九
月
一
日
、
 

関
係
者
ら
約
六
百
人
が
参
加
し
て

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
鳴
海
町

長
が

「現
在
の
金
木
町
が
あ
る
の

は
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
、
地
域
の
 

た
め
に
知
恵
を
生
か
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
米
津
雅
西
北

地
方
福
祉
事
務
所
長
が
百
歳
以
上

の
長
寿
者
で
あ
る
小
山
内
晴
夫
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
六
名
一

組
に
県
顕
彰
状
を
手
渡
し
、
続
い

て
鳴
海
町
長
が
九
十
歳
以
上
の
長

寿
者
八
十
七
名
と
八
十
五
歳
に
達

す
る
長
寿
者
五
十
七
名
、
八
十
歳

に
達
す
る
長
寿
者
夫
婦
八
組
に
町

顕
彰
状
を
手
渡
し
て
受
賞
者
の
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
式
典
の

席
上
、
社
会
福
祉
に
貢
献
、
尽
力

さ
れ
た
三
団
体
十
一
名
に
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
作
文
発
表
が
行
わ
れ
、
 

町
内
各
小
中
学
校
の
代
表
者
が
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な

ど
家
族
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
作

文
を
朗
読
。
集
ま
っ
た
高
齢
者
の

方
た
ち
は
、
元
気
あ
ふ
れ
る
子
供

た
ち
に
目
を
細
め
、
発
表
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
お
昼
に
は
、
町
婦
人
会

々
員
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
弁
当

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
町
内
の
 

A鳴海町長から一人ひとりに顕彰状が手渡される 

（
東
 

（藤
 

（
下
 

（
下
 
町町枝町 町田 田 

米蒔蒔 

川今竹古今三秋中

野 内川 橋元谷

タ 千ナ兵た シ ツ

ク 金作 リ 郎か ョ ル 

芸
能
サ

ー
ク
ル
の
方
た
ち
に
よ
る

歌
や
踊
り
な
ど
の
発
表
を
楽
し
み

ま
し
た
。
 

当
日
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

県
・
町
顕
彰
受
賞
者
 

◆
百
歳
以
上
の
長
寿
者
 

小
山
内
 
晴
 
夫
 
（
あ
しの
園
）
 

◆
八
十
八
歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦
 

山
 
中
 
富
吐
男
 
（上
鍛
冶
町
）
 

フ
ジ
エ
 
ノ
i
一
ー
ー、
 

◆
九
十
歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

方
 
い
 
よ
 
（
あ
しの
園
）
 

崎
 
キ
 
ョ
 
（後
 
町

）
 

田
 
タ
 
キ
（
金木
川
端
町
）
 

川
 
キ
 
ョ
 
（
東岩
見
町
）
 

橋
 
ち
 
よ
 
（
米
 
町
）
 

田
 
ウ
チ
ョ
 
（上
中
柏
木
）
 

田
 
仁
三
郎
 
（
上
中柏
木
）
 

嶋
 
ナ
 
ョ
 
（下
宇
田
野
）
 

井
 
タ
 
ミ
 
（
西岩
見
町
）
 

川
 
マ
 
ル
 
（
蒔
 

田
）
 

島
 
憲
 
雄
 
（
寺
 
町
）
 

橋
 
竹
五
郎
 
（藤
 

枝
）
 

田
 
イ
 
ソ
 
（下
中
柏
木
）
 

ヤ
ツ
ェ
（喜
良
市
川
端
町
）
 

田
 
イ
 
ョ
 
（神
 
原
）
 

元
 
キ
 
ミ
 
（
新
誠
町
）
 

海
 
イ
 
ョ
 
（
新
堤
町
）
 
 

（
下
宇田
野
）
 

ス
 
マ
代
 
八
 

内
 
千
代
作
 
（見
崎
町

）
 

ツ
 

ツ
 
マ
（
喜
良市
川
端
町
）
 

野
 
タ
ス
ク
 
（見
崎
町

）
 

町
顕

彰
受
賞

者
 

タて：寿 
aつ 
1 ぐ口L 月
しノ 」」羊又 

の冶
園町 

（
若
松
町
）
 

（上
小
栗
崎
）
 

（あ
し
の
園
）
 

（小
川
町

）
 

（
栄
 
町
）
 

（
上
古
町

）
 

（上
昭
和
町
）
 

（
あ
しの
園
）
 

（
あ
しの
園
）
 

（南
本
町

）
 

（藤
 

（
上
宇
田
野
）
 

（
東
 
町
）
 

（畑
 
中
）
 

シ
 
（
新
富
町
）
 

セ
 
（あ
し
の
園
）
 

鳴秋前今原三津白楼金成原大中徳須棟 

佐川外鈴斉竹今夏川相小小工木山角天三田高山◆ 
々 	 山 	 九 
木口崎木藤内 坂口坂野内藤村形田坂上中松中十 

弥 	 歳 
キ キ三 ョ イ ミ き ち コ ハ タ 右キみ茂 こ イ 長 ミ ち ヤ以 

千 	 衛 之 太 上 
セ シ男 ソ ョ サぬな ト ル ミ 門 ョ せ進 と ョ郎キ 裏サの 

長 

芭 
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崎崎 

◆
八
十
五
歳
に
達
す
る
長
寿
者

白
 
川
 
ハ
ナ
エ
 
（
下
昭和
町
）
 

秋
 
元
 
サ
 
ワ
 
（
女
 
坂
）
 

鳴
 
海
 
ユ
 
キ
 
（
後
 
町
）
 

須
 
崎
 
シ
 
ミ
 
（
新
堤
町
）
 

吉
 
崎
 
長
三
郎
 
（
新
堤
町

）
 

今
 
久

米
雄
 
（
双
葉
町

）
 

今
 

イ
 
ッ
 
（
林
 
町
）
 

工
 
藤
 
み
 
急
 
（若
松
町

）
 

原
 
田
 
金
四
郎
 
（
上
鍛
冶
町）
 

工
 
藤
 
ス
 
ミ
 
（朝
日
町

）
 

横
 
山
 
キ
 
ョ
 
（芦
野
町

）
 

小
田
桐
 
サ
ク
ラ
 
（南
新
町

）
 

角
 
田
 
イ
 
サ
 
（
美
晴
町
）
 

須
 
崎
 
サ
 
タ
 
（
中
山道
町
）
 

古
 
川
 
リ
 
ミ
 
（
下柏
木
町
）
 

秋
 
谷
 
勇
 
助
 
（
中山
道
町
）
 

内
 
海
 
た
 
け
 
（下
古
町

）
 

米
谷
 
キ
 
ソ
（喜
良
市
上
派
立
）
 

吉
 
田
 
喜
 
助
 
（
あ
しの
園
）
 

松
 
川
 
シ
 
ワ
 
（
上小
栗
崎
）
 

白
 
川
 
と
 
ま
 
（
沢
 
部
）
 

鳴
 
海
 
石
 
吉
 
（芦
野
団
地
）
 

米
谷
甚
九

郎
（
喜
良市
上
派
立
）
 

長
 
尾
 
ア
 
ギ
（
金木
川
端
町
）
 

今
 

タ
 
マ
 
（
下柏
木
町
）
 

山 中 土 

口 村 岐

富繁ツ兼マ保

野男 ナ蔵工正 

◆
八
十
歳
に
達
す
る
長
寿
者
夫
婦

楼
 
庭
 
永
 
治
 
、丁
こ
 
り
 

キ
ミ
オ
 
（南
本
町

）
 

（
上
古
町

）
 

（
東岩
見
町
）
 

（
昭
和
町
）
 

成 

田 

白
 
川

小
田
桐
 

テ
 
ツ
 

権
四
郎
 

リ
 
ツ
 

鱗
「
門
（南
新
町
）
 

碑
 
「
 
（朝
日
町

）
 

（
沢
 
部
）
 

亀
 

唯
 
（神
明
町

）
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（あ
し
の
園
）
 

（
上
昭和
町
）
 

（
上
字
田
野）
 

（
上
新
町
）
 

（
あ
しの
園
）
 

（
昭
和
町

）
 

（
芦
野
町
）
 

（
中
派
立
）
 

吉
 
田
 
イ
 
ソ
 
（
蒔
 

（
下
新
町

）
 

（東
岩
見
町
）
 

（藤
 
枝
）
 

（新
富
町
）
 

（
林
 
下
）
 

（
沢
 
部
）
 

（
東岩
見
町
）
 

下
）
 

作
文
発
表
を
し
た
児
童
 
生
徒
た
ち
 
一
 

「大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

金
木
小
4

年
 

角
田
 
玲
奈
さ
ん
 

「人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
 

金
木
中
3

年
 

田
中
 
佳
海
さ
ん
 

「長
生
き
し
て
ほ
し
い
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
 

嘉
瀬
小
4

年
 

津
田
 

廉
く
ん
 

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
 

学
ん
だ
事
」
 

金
木
南
中
3

年
 

原
田
 
景
子
さ
ん
 

「
やさ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
 

川
倉
小
1

年
 

大
佐
賀
雄
輝
く
ん
 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
入
院
で
 

学
ん
だ
事
」
 

喜
良
市
小
6

年
 

坂
本
 
道
孝
く
ん
 

へ
 

（
 

(3）広報かなぎ 



平
成
十
二
年
度
金
木
町
成
人
を

祝
う
会
が
八
月
十
五
日
、
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
新
成
人
対
象

者

（
昭和
五
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
生
ま

れ
）
百
七
十
九
人
の
う
ち
百
四
十

一
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
鳴
海
町
長
が

「
一
一

十
一
世
紀
の
金
木
町
を
担
う
の
は

皆
さ
ん
で
す
。
成
人
式
を
契
機
に

ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
三
潟
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
新
成
人
を
代
表
し
て
長

尾
潤
さ
ん
が

「金
木
町
の
発
展
の

た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
、
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
恩
返
し
だ

と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
 

続
い
て
大
橋
央
明
さ
ん
が
二
十
歳

の
主
張
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
津
軽
三
味
線
ま
ん
じ

流
師
範
ま
ん
じ
愛
華
さ
ん
に
よ
る
 

ト
2
0歳
の
主
張
を
す
る

大
橋
央
明
さ
ん
 
 

「
『11
1
味
線
と
私
」
ー
有
意
義
な
人

生
を
つ
く
る
た
め
に
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
病
気
と
の
戦
い
を
通
し

て
体
験
し
た
家
族
と
の
か
か
わ
り

や
三
味
線
と
の
出
会
い
に
つ
い
て

語
り
「
自
分
の
人
生
、
悔
い
の
無

い
よ
う
に
生
き
て
い
ま
す
か
。
私

も
後
悔
の
無
い
よ
う
に
頑
張
り
た

い
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
新
成
人
を
激
励
し
、
 

津
軽
よ
さ
れ
節
、
津
軽
じ
ょ
ん
か

ら
節
な
ど
津
軽
三
味
線
の
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
中
学
時
代
の
恩
師
に
よ

る
思
い
出
ス
ピ
ー
チ
も
行
わ
れ
、
 

お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
赤
平
先
生
 

（
金木
中
）
と
種
村
先
生

（南
中
）
 

は
、
五
年
ぶ
り
に
会
う
教
え
子
た

ち
の
顔
を
一
人
ひ
と
り
見
つ
め
な

が
ら
当
時
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し

た
。
 

ト
ま
ん
じ
愛
華
さ
ん
に
よ
る

津
軽
「
味
線
の
演
奏
 

成
人
ら
し
く
落
ち
着
い
た
態
度

で
、
激
励
の
あ
い
さ
つ
や
講
演
を

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
新
成
人

た
ち
。
こ
れ
か
ら
の
金
木
町
を
担

う
若
者
た
ち
は
、
二
十
一
世
紀
で

の
活
躍
を
誓
い
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。
 

新
成
人
ア
ン
ケ
ー
ト
 

需
貝
 間
】
 

①
成
人
式
を
迎
え
た
感
想
は
 

②
「
成
人
」
に
な
っ
て
、
や
っ

て
み
た
い
こ
と
は
 

③
次
の
選
挙
で
は
、
投
票
に
行

き
ま
す
か
 

④
ニ
十
年
後
の
自
分
は
何
を
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
 

⑤
金
木
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
 

⑥
金
木
町
に
望
む
こ
と
は
 

⑦
何
で
も

一
言
ど
う
ぞ
 

鳴
海
 
雅
」

又

（
金
木
）
 

昭
和
五
＋
五
年
八
月
四
日
生

①
ゃ
っ
と
大
人
に
な
っ
た
感
じ
②

自
立
す
る
③
絶
対
行
く
④
パ
チ
ン

コ
⑤
芦
野
公
園
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県
民
駅

伝
健
 
闘

金
木
町
選手
団
 

区間 区間距離（指定） 選手名（年齢） 勤務先・学校名 

第 1 区 

第 2 区 

5.495km 	〈一般） 生玉 青森山田高校 2 年 

3.2km（中学男子） 深田 年昭04) 金木中学校 3 年 

第 3 区 2.9km 	（女子） 飯塚 金木南中学校 2年 

第 4 区 

第 5 区 

4.0km 	（一般） 佐野 敬一（38) 三八五流通 

4.6km 	（一般） 三上 洋寛（30) 自営業 

第 6区 

第 7区 

第 8区 

第 9区 

第10区 

6.1km 	（一般） 大橋 秀樹（36) 陸上自衛隊青森 

3.7km 	（女子） 中谷 香織（15)  五所川原高校1年 

5.2血 	（ー般） 棟方 美暢（20) 陸上自衛隊弘前 

3.2km (40歳以上） 泉谷 	卓（49) 陸上自衛隊青森 

3.8km（中学男子） 奈良 享平（14) 金木南中学校 3 年 

「健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と

心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
八
回

県
民
駅
伝
競
走
大
会
が
九
月
三
日
、
 

青
森
市
で
開
催
さ
れ
、
金
木
町
の

代
表
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
県
内
各
市

町
村
の
代
表
選
手
ら
と
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。
 

県
民
駅
伝
は
、
八
甲
田
丸
前
か

ら
県
総
合
運
動
公
園
ま
で
の
コ

ー
 

ス
十
区
間
、
四
二
・
一
九
五
血
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
金
木
町

の
選
手
た
ち
も
無
事
に
最
後
ま
で

タ
ス
キ
を
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。
 

昨
年
に
引
き
続
き
第
一
区
を
走

っ
た
の
は
生
玉
選
手
。
町
の
部
八
 

位
の
好
タ
イ
ム
で
タ
ス
キ
を
つ
な

ぐ
と
、
そ
の
後
も
安
定
し
た
走
り

で
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
。
 

金
木
町
チ
ー
ム
は
町
の
部
で
前
回

の
二
十
六
位
か
ら
十
八
位
へ
と
大

き
く
順
位
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
 

選
手
た
ち
の
活
躍
に
、
工
藤
勇

蔵
監
督
は
「
選
手

一
人
ひ
と
り
が

良
い
タ
イ
ム
を
出
せ
た
結
果
だ
と

思
う
。
特
に
中
学
生
と
女
子
の
区

間
は
他
町
と
対
等
に
戦
う
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
、
若
い
男
子
が
伸

び
て
く
れ
れ
ば
入
賞
も
可
能
だ
」
 

と
感
想
を
話
し
て
ま
し
た
。
 

(5）広報かなぎ 

へ
 

山

田
 
大

成
（

金
木

）
 

昭
和
五
十
五
年
十
月
＋
七
日
生

③
分
か
ら
な
い
④
現
場
で
仕
串
し

て
い
る
⑤
芦
野
公
園
の
橋
⑥
も
つ

と
発
展
し
て
 

長
 
尾
 

潤
（
金
木

）
 

昭
和
五
十
五
年
六
月
二
＋
日
生

①
大
人
っ
て
感
じ

ー
②
自
分
を
見

つ
め
る
一
人
旅
③
分
か
ら
な
い
④

金
木
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
⑤

芦
野
公
園
の
桜
な
ど
 

小
笠

原
真
由
美
（
金
木
）
 

昭
和
五
＋
五
年
七
月
七
日
生

①
今
後
は
成
人
と
し
て
自
覚
を
持

っ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
と
思
う
 
 

②
選
挙
へ
行
く
③
行
く
④
県
内
で

結
婚
し
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る

⑤
全
部
⑥
商
業
の
発
展
⑦
無
事
に

二
十
歳
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
 

平

川
健
太
（
中

柏
木

）
 

昭
和
五
十
六
年
ニ
月
＋
四
日
生

①
メ
ロ
ン
サ
イ
コ
ー
（
成
人
式
で

出
さ
れ
た
）
②
お
酒
を
た
く
さ
ん

飲
む
③
行
き
ま
す
④
家
で
農
業
を

す
る
⑥
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
を
 

阿

部
浩

美
（
喜
良
市
）
 

昭
和
五
十
五
年
九
月
ニ
十
五
日
生

①
こ
れ
か
ら
は
も
つ
と
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
っ
て
生
活
し
よ
う

と
思
う
②
選
挙
の
投
票
に
行
っ
て

見
た
い
③
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
④
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
い
る

こ
と
を
願
い
ま
す
⑤
斜
陽
館
が
好

き
⑥
若
者
が
た
く
さ
ん
い
て
活
気

の
あ
る
町
に
し
て
ほ
し
い
で
す
 

成
田
 

和
則
（
嘉
瀬

）
 

昭
和
五
＋
五
年
五
月
ニ
日
生

①
ス
ー
ツ
が
着
れ
て
よ
か
っ
た
②

日
本
全
国
の
旅
③
い
い
人
が
立
候

補
す
れ
ば
行
く
④
観
音
山
で
の
び

の
び
暮
ら
し
て
い
る
⑥
娯
楽
を
も

つ
と
作
っ
て
ほ
し
い
 

白

川
千
恵
子

（
金
木
）
 

昭
和
五
十
六
年
一一
一月
十
三
日
生

③
青
森
県
の
た
め
に
行
く
④
県
内

で
ス
テ
キ
な
旦
那
様
と
結
婚
す
る

⑤
公
園
⑥
も
っ
と
金
木
が
ア
ピ

ー
 

ル
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
建
物
を
作
っ

て
ほ
し
い
⑦
金
木
で
は
今
ま
で
い

ろ
ん
な
思
い
出
が
で
き
て
幸
せ
 



ト
ご
み
袋
を
手
に
 

金
木
チ
ー
ム
1
3年
ぶ
り
に
優
勝
 

鳴
り
 
一
 

一ー一‘ョ，~ ~軸、 

ト
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜
群
の

金
木
チ
ー
ム
 

シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

北
郡
大
会
 

板
柳
町
営
野
球
場
で
八
月
三
十

一
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
十
六
回

シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
北
郡
選

手
権
大
会
で
金
木
チ

ー
ム
が
十
「
1
 

年
ぶ
り
三
度
目
の
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
 

全
三
十
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
今

大
会
に
は
、
金
木
町
か
ら
も
川
倉

や
蒔
田
、
嘉
瀬
な
ど
五
チ

ー
ム
が
 

体育 総合 

〈陸上競技〉 

山
へ
登
る
参
加
者
た
ち
 
登
山
口
か

ら
山
頂
ま
で
約
五
血
の
 

大
倉
岳
 

Iノ
「
登
山
会
 

6
3人
が
参
加
 

健
康
増
進
と
山
林
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

的
に
第
九
回
金
木
町
民
大
倉
岳
登

山
会
が
九
月
九
日
、
七
歳
か
ら
八

十
六
歳
ま
で
の
六
十
三
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

標
高
六
百
七
十
七

m
の
大
倉
岳
。
 

の
 
で
 き
 
こ
 
と
目
 

第
二
十
二
回
金
木
町
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
の
部
が
八
月
二
十

七
日
、
金
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、
小
学
四
年
生
か
ら

一
般
ま
で
約
百
五
十
人
が
参
加
し

て
記
録
を
競
い
ま
し
た
。
 

各
種
目
の
上
位
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

【小

学
生

】
 

◇
四
年
男
子
一
〇
〇

m
 

第
一
位
 
今
 

太
壱
 
（喜
良
市
）
 

第
二
位
 
福
士
 
大
志
 
（
金
 
木）
 

第
三
位
 
原
田
 

周
 
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
五
年
男
子

一
〇
〇
m
 

第
一
位
 
津
島
 
孝
平
 
（
喜
良市
）
 

第
二
位
 
封
馬
 
祐
季
  （
嘉
 
瀬）
 

第
三
位
 
田
中
 
丈
 
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
六
年
男
子
一
O
〇

m
 

第

一
位
 
野
宮
 
龍
樹
 
（
金
 木
）
 

第
二
位
 
菊
地
 
康
生
 
（
金
 木
）
 

第
三
位
 
山
中
 
雄
矢
  （
嘉
 
瀬）
 

◇
六
年
男
子
ニ
〇
〇
m
 

第

一
位
 
岡
本
 
和
麿
 
（
金
 木
）
 
 第

二
位
 
中
村
 
文
哉
（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
津
田
 
竜
男
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
共
通

一
五
〇
〇
m
 

第

一
位
 
木
下
 
慈
大

（
嘉
 
瀬）
 

第
二
位
 
野
宮
 
大
喜
（
喜
良
市
）
 

第
三
位
 
飯
塚
 
岳
雪
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
共
通
走
幅
跳
 

第
一
位
 
松
川
 
誉
志
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
成
田
 
静
哉

（
喜
良市
）
 

第
三
位
 
古
川
 
博
喜
（
喜
良
市
）
 

◇
共
通
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
 

第
一
位
 
伊
藤
 
尚
仁
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
鳴
海
 
達
也
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
工
藤
 
和
樹
（
金
 
木
）
 

◇
四
×
一
〇
O
m
リ
レ

ー
 

第
一
位
 
金
木
小
学
校
A
 

第
二
位
 
金
木
小
学
校
B
 

第
三
位
 
喜
良
市
小
学
校
A
 

◇
四
年
女
子

一
〇
〇
m
 

第

一
位
 
川
嶋
 
理
奈

（
金
 木
）
 

第
二
位
 
菊
地
 
睦
実
（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
秋
元
 
智
帆

（
嘉
 
瀬
）
 

◇
五
年
女
子
一
〇
〇

m
 

第

一
位
 
伊
丸
岡操
希
（
喜
良
市
）
 

第
二
位
 
小
山
内
亜
梨
沙

（
嘉
瀬）
 

第
三
位
 
木
下
 
綾
乃
（
金
 
木
）
 

◇
六
年
女
子
一
〇
〇
m
 

第
一
位
 
今
 

幸
子
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
古
川
 
好
子

（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
丹
場
 
夏
子
（
金
 
木
）
 

◇
六
年
女
子
ニ
〇
〇

m
 

第

一
位
 
工
藤
 
沙
希

（
金
 木
）
 

第
二
位
 
原
田
 
淑
子

（
嘉
 
瀬）
 

コ
ー
ス
で
、
途
中
休
憩
を
と
り
な

が
ら
往
復
三
時
間
三
十
分
か
け
て

登
山
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
曇
り
空
で
雨
も
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
無
事
に
山
頂
ま
で
登
り
き

り
森
林
の
澄
ん
だ
お
い
し
い
空
気

を
堪
能
。
ま
た
下
山
後
は
、
金
木

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
用

意
し
た
豚
汁
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
 

初
め
て
参
加
し
た
女
性
の
方
は
 

「思
っ
た
よ
り
き
つ
か
っ
た
。
今

度
は
天
気
の
い
い
時
に
登
り
た
い
」
 

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

参
加
。
唯

一
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
残
っ
た
金
木
チ
ー
ム
が
、
順
調

に
勝
ち
進
み
、
中
里
町
や
板
柳
町

の
強
豪
チ

ー
ム
が
ひ
し
め
く
中
、
 

見
事
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
 

金
木
チ
ー
ム
の
千
田
正
雄
選
手

は
「
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
勝
因
は

チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
良
か
っ
た
か
ら
」
 

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

〇
金
木
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
 

千
田
 
正
雄
、
千
田
 
恵
美
、
 

「
橋
勘
太
郎
、
近
藤
 
巌
、
 

白
川
 
義
正
 

広報かなぎ（6) 

・
 

(
 



▲あやすのは大変。 
でも赤ちゃんはかわいい 

(
 

(
 

金
木
南
中
学
校

（
校
長H
高
橋

章
）
e
三
年
生
五
十
六
人
に
よ
る

金
木
町
思
春
期
保
健
体
験
学
習
 

「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
 
が九
月

十
一
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

乳
幼
児
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ

り
、
父
性
や
母
性
を
養
い
、
生
命

の
尊
さ
や
性
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
も
生
後
四
か
月
か

ら
ニ
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
持
つ
、
 

約
三
十
組
の
母
子
が
参
加
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
と

保
健
婦
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た

り
、
抱
っ
こ
や
お
む
つ
交
換
な
ど

に
挑
戦
。
抱
っ
こ
し
た
赤
ち
ゃ
ん

が
泣
き
出
し
て
し
ま
い
戸
惑
う
生

徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
か
わ
い

い
笑
顔
を
見
せ
る
赤
ち
ゃ
ん
た
ち

に
、
育
児
e
喜
び
と
大
変
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
生
徒
た
ち
の
感
想
を
 

（
無記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）
一
部

紹
介
し
ま
す
。
 

◆
ゃ
っ
ぱ
り
お
母
さ
ん
は
大
変
だ

と
思
っ
た
。
夜
泣
き
と
か
も
大
変

そ
う
だ
し
…
。
そ
れ
に
、
子
ど
も

も
お
母
さ
ん
が
あ
や
す
と
す
ぐ
に

泣
き
や
む
か
ら
お
母
さ
ん
っ
て
イ

イ
ナ
ァ
っ
て
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
 

私
の
お
母
さ
ん
も
私
を
今
ま
で
育

て
て
く
れ
た
と
思
う
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

◆
子
供
を
少
し
の
時
間
だ
け
抱
い

て
い
た
け
ど
、
す
ご
く
疲
れ
た
。
 

子
供
を
抱
い
て
い
る
だ
け
で
こ
ん

な
に
疲
れ
る
と
思
わ
な
か
っ
た
け

ど
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
少
し
の
時

間
で
は
な
く
、
何
時
間
も
抱
い
て

い
る
の
で
僕
た
ち
の
何
倍
も
疲
れ

る
と
思
っ
た
。
 

◆
や
っ
ぱ
り
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
 

思
っ
た
よ
り
も
重
か
っ
た
で
す
。
 

自
分
の
近
く
に
い
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
 

笑
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
、
け
っ
・」
 

う
表
現
豊
か
で
し
た
。
は
じ
め
抱

っ
こ
し
た
時
は
自
分
も
不
安
だ
っ

た
か
ら
か
、
赤
ち
ゃ
ん
も
泣
い
て

し
ま
っ
て
、
戸
惑
っ
た
け
ど
だ
ん

だ
ん
赤
ち
ゃ
ん
と
接
し
て
い
る
の
 
 

が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
 

◆
妹
と
か
弟
が
い
な
く
て
小
さ
い

子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
し
た
こ
と
が

無
い
か
ら
、
少
し
戸
惑
い
ぎ
み
で

す
ぐ
泣
か
れ
た
け
ど
貴
重
な
体
験

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
 

◆
赤
ち
ゃ
ん
を
う
ま
く
抱
く
こ
と

が
で
き
ず
、
泣
い
て
し
ま
っ
た
り
、
 

落
ち
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
 

お
母
さ
ん
に
と
て
も
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
本
当

に
あ
や
ま
り
た
い
で
す
。
普
段
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
く
機
会
が
ま
っ
た
く

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
無
い
の
で
、
 

と
て
も
戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
。
自

分
の
子
を
生
む
ま
で
に
ち
ゃ
ん
と

抱
く
こ
と
だ
け
は
覚
え
た
い
で
す
。
 

ト
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
は
7
'
 

第
三
位
 
阿
部
ち
ひ
ろ
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
共
通
八
〇
〇
m
 

第

一
位
 
川
嶋
 
麻
耶
（
金
 
木
）
 

第
二
位
 
今
 
あ
ゆ
み
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
今
 
あ
つ
み
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
共
通
走
幅
跳
 

第
一
位
 
原
田
 

舞
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
須
崎
 
瑞
穂
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
藤
元
佳
奈
子
（
金
 
木
）
 

◇
共
通
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
 

第

一
位
 
成
田亜
佑
美
（
喜
良
市
）
 

第
ニ
位
 
田
中
 

萌
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
洋
田
 
香
織
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
四
×
一
〇
〇
m
リ
レ

ー
 

第
一
位
 
金
木
小
学
校
A
 

第
二
位
 
嘉
瀬
小
学
校
A
 

第
三
位
 
金
木
小
学
校
B
 

【
中
学

校
】
 

◇

一
年
男
子
一
〇
〇

m
 

第

一
位
 
田
中
 

輝
（
金
 
木
）
 

第
二
位
 
江
良
 
和
樹
（
金
木
南
）
 

第
三
位
 
斎
藤
 
優
樹
（
金
木
南
）
 

◇
二
年
男
子
一
〇
〇

m
 

第
一
位
 
竹
内
 
克
明

（
金
 木
）
 

第
二
位
 
黒
滝
 

治

（
金
 木
）
 

第
三
位
 
工
藤
 
郁
也
（
金
 
木
）
 

◇
三
年
男
子

一
〇
〇
m
 

第

一
位
 
藤
本
 
武
仁
（
金
 
木
）
 

第
二
位
 
白
川
 
靖
浩
（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
前
田
 
和
志
（
金
 
木
）
 

◇
共
通
八
〇
〇
m
 

第
一
位
 
奈
良
 
享
平
（
金
木
南
）
 

第
二
位
 
斎
藤
 
雅
人

（
金木
南
）
 

第
一
・
二
位
は
大
会
記
録

第
」
圧
 
斎
藤
 
彬
宏

（
金
木南
）
 

◇
共
通
三
〇
O
〇

m
 

第
一
位
 
沢
田
 
年
昭

（
金
 
木）
 

第
二
位
 
山
中
 
佑
吾

（
金
 木
）
 

第
三
位
 
岡
田
 
大
輔
（
金
木
南
）
 

第
一
、
三
位
は
大
会
記
録

◇
共
通
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ

ー
 

第
一
位
 
金
木
中
学
校
B
 

第
二
位
 
金
木
南
中
学
校
A
 

第
三
位
 
金
木
中
学
校
A
 

◇
一
年
女
子
一
〇
〇
m
 

第
一
位
 
山
中
 
夏
希

（
金
木
南
）
 

第
二
位
 
松
川
 
千
尋

（
金
木南
）
 

第
三
位
 
鎌
田
美
友
季

（
金木
南
）
 

◇
ニ
年
女
子
一
〇
〇
m
 

第

一
位
 
佐
藤
 
香
織

（
金
 
木
）
 

第
二
位
 
今
 
絵
里
加
（
金
木
南
）
 

第
三
位
 
泉
谷
 
朋
香

（
金
 木
）
 

◇
三
年
女
子
一
〇
〇
m
 

第
一
位
 
徳
田
千
由
希

（
金
 
木）
 

第
二
位
 
浅
利
 
麻
衣

（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
小
林
 
千
秋

（
金
 
木）
 

◇
共
通
八
〇
〇
m
 

第
一
位
 
泉
谷
由
李
香

（
金
 木
）
 

◇
共
通
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ

ー
 

第
一
位
 
金
木
中
学
校
A
 

第
二
位
 
金
木
南
中
学
校
A
 

【
一
 
般
】
 

◇
男
子
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ

ー
 

第

一
位
 

長
内
 

哲
・
三
上
 
孝
宏
 

佐
野
 
敬
一
・
田
中
ニ
三
猛
 

金木南中3年生 

v 
aど二二 Iz 、J 
r“ゲA ノ七r」~ 

、甘L一てrに1でg 
▲アドバイスを受けながら

オムツ替えに初挑戦 

(7）広報かなぎ 


